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「 」＝Shikoku University Dream Achievement：四国大学夢実現
全学的な推進組織の体制を整備し、地域課題の解決に向けたカリキュラムの
充実を図り、特色ある“地域貢献型人材”を育成します。

SUDAchiプロジェクトとは？

TAG-RI-BAカフェ
TAG-RI-BAスタジオ
高大連携活動
産学連携における協定の締結
T-LAPの活動
四国大学研究ブランディング事業

文部科学省が募集した広報企画展示に採択され令和4年5月27日～7月12日の間、文部科学省情報
広場にて藍(SUBARU事業)とT-LAP（光アート事業）の取り組みを「Blue2@Tokushima Project」
と題して展示しました。
　たくさんの方に本学の藍の研究と光アート事業について観ていただく事ができました。
　また、同様の展示を徳島県庁内すだち広場でも実施しました。

令和5年度
・第 7 回　あわ検定実施
・タグリバライブ実施 （2か月に1回）SUDAchi Event NEWS

地域教育・連携センター　SUDAchi推進室
〒771-1192 徳島県徳島市応神町古川字戎子野123-1
Tel　088-665-9953　FAX088-665-9982
E-mail　sudachisuishin@shikoku-u.ac.jp

◆ T-LAPについて◆ T-LAPについて

　四国大学では「徳島県地方大学地域産業創生事業補助金」により「徳島光・アート教育人材育成事業」を実
施しています。本年度は、「AI技術の活用講座」や「光・アートビジネス論」など、大学生や社会人を対象とし
た全7講座を開講しました。また、県内各地での子供向け光プログラミング講座や、海陽町、勝浦町、吉野川
市等でのライトアップ、光を活用したワークショップなど、数多くのイベントを行いました。今後も「光」が
徳島のブランドとなるよう取り組んでまいります。

◆ 四国大学研究ブランディング事業（愛称：SUBARU事業）の活動について◆ 四国大学研究ブランディング事業（愛称：SUBARU事業）の活動について

　四国大学は、「藍」の文化的・科学的研究及びその魅力発信・人材育成拠点の構築をテーマに掲げ
SUBARU事業を展開しています。
　今年度は、四国大学藍染研究施設「藍の家」が所蔵する藍染作品をまとめた図録「藍の家」の発刊、学生に
よる藍染作品やSUBARU事業紹介パネルの展示を行いました。

徳島阿波おどり空港
藍布を使ったモザイクアート

文部科学省エントランス（東京）
藍墨の書とパネル展示

とくしまマルシェ
藍のマフィン販売、生葉たたき染め体験、

藍墨を使った色紙への揮毫

美馬市立図書館
学生の藍染作品及び藍墨の書展示

四国大学「藍の家」
所蔵藍染作品の展示

図録「藍の家」
表紙に天然灰汁発酵建で染めた布を使用



◆ TAG-RI-BAカフェ◆ TAG-RI-BAカフェ

　TAG-RI-BAではカフェテリアの企画・運営を学生スタッフが担っており、地域と学生の交流の場と
してだけでなく、学生が実践的なビジネスを学びの場としての特徴があります。
　売上やお客様の声といった実社会からのフィードバックをもとに、改善や試行錯誤を繰り返し、多
様化する社会のなかで特に必要とされる統合的に物事を考える力という座学では得られない学びを
経験をしています。
　また、地域の皆さまと学生との交流、高校や自治体との連携企画など、新しい「大学と地域との繋が
りかた」を試行的に行う様々なイベントや企画も学生スタッフを中心に企画・実施しています。

◆ TAG-RI-BAスタジオ◆ TAG-RI-BAスタジオ

　2022年8月19日、四国大学はB館1階に多目的ライブ配信スタジオ「TAG-RI-BAスタジ
オ」を開設しました。

このスタジオは「いつでもどこでも つながる、学べる、発信できる」をキャッチフレーズに
四国大学の全学生及び教職員に開かれた配信スタジオとして、また地域連携における「共創の
場」として整備されました。

　ガラス張りで外から見える空間でありながら、二重窓や高性能吸音製品を使用した防音空
間としており、4K配信などの高レベルな配信が可能な業務機や高スペックパソコンを完備し
ています。110インチの大型ディスプレイはeスポーツ大会の中継等での効果的な活用を想
定しています。

　スタジオ開設を機に、学生が主体的に運営する「四国大学放送局」（Shikoku un iv .  
Broadcasting Center:SBC）が立ち上げられ、学科の垣根を越えて集まった学生有志が本
スタジオを活用して学内外のタイムリーな話題を学生目線でニュース番組として発信してい
ます。初年度はライブ配信技術者や有名Youtuberによる研修等を行い、配信ノウハウの習得
や実践経験を積み重ねてきました。

　今後も様々な配信や収録等を通して学生や教職員の自発的な発信をサポートし、大学PRや
地域連携の活性化に繋げてまいります。お問い合わせは社会連携推進課まで。

◆ 連携協定について◆ 連携協定について

徳島県国際交流協会との日本語支援ボランティアに関する協定　（2022年5月25日）
株式会社steAm、株式会社AVADとの包括連携協定　（2022年7月20日）
徳島県・株式会社八芳園との包括連携協定　（2022年8月3日）
公益財団法人e-とくしま推進財団との包括連携協定　（2022年9月16日）

◆ 高大連携について◆ 高大連携について

R4年度の四国大学への大学訪問は、
県外を含めた高等学校10校（約600
名）が訪問し、施設見学・授業体験・学
食体験など大学の雰囲気を肌で感じ
ていただきました。大学訪問の件数と
してはコロナ禍前の数字に戻りつつ
あります。

TAG-RI-BAスタジオ　  https://www.shikoku-u.ac.jp/institution/tagriba-studio/
四国大学放送局（SBC）　https://sbc-site.jp/

◆ 地域連携活動について◆ 地域連携活動について

　昨年度に引き続き、県南地域づくりキャンパス事業苔アート作品の制作を通した地域住民の
憩いの場づくり・交流人口の増加とファンづくりのため、海陽町鞆浦立石にて、四国大学生活科
学部人間生活科学科の学生が苔アートを作成しました。今年度は海部高校の生徒と連携しデザ
インを考え、作業当日も一緒に作業を実施し、同時に昨年度の苔アートのリペアも行いました。

毎日日替わりでタグリバスタッフが投稿しているInstagramのQR
コードです。
　日常のタグリバの様子やお得な新メニューやクーポン情報も掲
載されています。
　是非、一度覗いてみてください！
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